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Kawasaki Medical School has been participating in various external activities such as
university cooperation and collaboration with industry, academia and government bodies located
in the regional area.  Beyond the general tasks associated with university and medical teaching,
training and research, these activities are directed at the higher educational institution level.
Although details concerning all of these activities including participation of the Kawasaki
Medical School had been introduced in this journal in 2011, in this article we report on activities
from the middle of the 2011 fiscal year to the middle of 2012.  In particular, reference shall be
made to the changes in activity of the Consortium of University in Okayama（CUO）since it
inherited the various activities performed in“Okayama Organon”, and given the manner by
which the tasks executed by the Kawasaki Medical School in CUO have been modified.  In this
article, we report on these changes in our activities and discuss our approach in adapting to
these various external activities.
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岡山大学・岡山県立大学・岡山学院大学・岡山商科大学・岡山理科大学   
川崎医科大学・川崎医療福祉大学・環太平洋大学・吉備国際大学 
倉敷芸術科学大学・くらしき作陽大学・山陽学園大学・就実大学   
中国学園大学・ノートルダム清心女子大学・美作大学 
２）大学以外  
岡山県・岡山経済同友会 
３）特別会員（短大および高専） 
倉敷市立短期大学・山陽学園短期大学・就実短期大学・中国短期大学 
津山工業高等専門学校 
表２　「大学コンソーシアム岡山」における事業と参加機関
承について多くの議論が生じたが，予算枠の確
保と大学コンソーシアム岡山自体の改組により
2012年度から新たに種々の事業が展開されてい
る。また，大学コンソーシアム岡山４）では発足
時より代表校を合議の上で決定してきており１
期２年で交代してきている。最初は岡山大学，
２期目は「岡山オルガノン」の応募と事業実施
も表裏一体で進められていたので「岡山オルガ
ノン」の代表校である岡山理科大学，３期目が
岡山商科大学であった。2012年度からの２年は
４期目にあたるのであるが，「岡山オルガノン」
の事業継承の重要性を鑑み，再び岡山理科大学
が代表校となっている（なお，今後の代表校に
ついては，当該時期の代表校が次期代表校を指
名できることの合意も2011年度最後の代表者委
員会で決定された）。
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図１　「岡山オルガノン」の大学コンソーシアム岡山への事業継承に関する諸条件
（大学コンソーシアム岡山第13回代表者会議資料より抜粋）
１）大学教育事業部活動
大学教育事業部の中心は単位互換制度の企画
運営ならびに推進である。その目的を達成する
ために，主に企画や推進に大学教員が討議を進
める対面・遠隔教育委員会と，事務手続き等の
円滑な施行を検討する大学職員主体の単位互換
委員会があり，後者には本学事務部教務課から
参加していただいている。
大学教育事業では，従来大学コンソーシアム
岡山が実施していた対面授業での単位互換制度
（すなわち，受講学生が受講科目の展開されて
いる他学に赴き，受講する制度）と，「岡山オ
ルガノン」で整備したLIVE配信あるいはVOD
（video on demand）コンテンツの視聴による
単位互換制度の両者を併せて展開している。
単位互換制度における本学の問題点は，他の
大学コンソーシアム岡山参画大学と異なり，本
学が医科単科であることから，独自の学年制，
学期制を展開し，独自の進級ならびに卒業の判
断基準を設けていることにある６-８）。加えて，
現在１および２年生で展開されている教養選択
科目以外は必修であり，選択科目も曜日と時限
が決まっている中での選択になっている。他学
では前後期制，単位制であり通常は15コマ（+
試験）で２単位の認定を受ける。また卒業に必
要な単位数も偶数であるので，15コマ未満の科
目で１単位の取得をする場合には，さらに別の
１単位科目を取得していくことになる。また通
常は曜日と時限が決まっていることが多く，本
学のように同一科目の中で，曜日も時限も異な
るコマが展開されていることは少ない。これら
の帰結として，本学学生が他学の科目を受講す
ることは物理的に非常に困難な部分が強い。勿
論，単位互換を度外視して知的好奇心から
VOD科目を受講することは可能であるが，自
ずと放課後などの時間帯を使うことになり，な
かなかタフな状況である。
しかしながら，参画大学の一つとして，川崎
医科大学では１年生の「生命科学」を対面式単
位互換科目としてここ数年提供している。残念
ながら他学からの受講生の実例は未だないもの
の，上記事由によって本学学生が他学の科目を
受講し難い状況がある中で，せめて科目提供は
実施したいということである。さらに，LIVE
配信授業については，「岡山オルガノン」事業
の中で，この遠隔講義制度が開始された2010年
度より２年生の教養選択リベラルアーツⅡの中
で，筆頭著者が担当していた講義を配信科目と
した１）。教養科目であるので他学の全学年を対
象とすること，それでも医学医療に携わる講師
が一般学生に向けて健康とか病期について述べ
る授業であることで配信科目としても価値はあ
るであろうと公安した結果であった。勿論2010
年度も2011年度も10コマ，１単位の科目ではあ
ったが，幸いにも最初の年度は岡山大学から１
名，2010年度は岡山理科大学から２名の受講生
が参画してくれた。さらに今年度も同じ授業枠
で筆頭著者が展開した「健康と素因・環境そし
て生活」をLIVE配信授業とし，岡山理科大学
からの２名の受講生とともに本学39名の受講生
で科目を実施した。
また2011年度まではVOD科目の提供はして
いなかったが，「岡山オルガノン」事業あるい
は大学コンソーシアム岡山の遠隔授業の体制と
して，当該大学での対面式授業（通常の授業）
の録画と若干の編集によるコンテンツのVOD
配信も可能であることが判明したため，2012年
度は前期にLIVE配信した上記科目を，後期に
VOD科目として提供することとした。一部の
授業の中での余談部分などを夏季休暇中に編
集，再録画を実施し，また，VOD配信の場合
は一回ごとの授業の途中で，不定時にその授業
における課題を提示することで，ダウンロード
だけで受講したふりをすることの抑止をしてい
るが，その編集も行い，後期に配信する予定と
している（なお，これらの遠隔授業については，
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本学教材教具センターの長田氏，島村氏の多大
な協力の上で実施できたものであり，この場を
借りて深謝したい）。ちなみに，2012年度後期
のVOD配信には，岡山大学，岡山理科大学，
くらしき作陽大学そして，山陽学園大学から計
15名の受講生が集まってくれた。
いわゆる全入時代（18歳人口が全体の大学入
学定員より少ない）を迎えた今，個々の大学は
入学生確保に独自性を打ち出すことに躍起にな
っている現状の中での単位互換制度について
は，不要論も含めて種々の論議が展開されてい
るのであるが，例えば，教養科目において15コ
マの授業設定を，いくつかの大学の教員が
LIVEやVOD配信で参加して１科目を構成する
とか，あるいは他学の教養科目をそのまま遠隔
授業で取り入れることによって，それぞれの大
学が有する経費を独自性の表出に集中的に使用
できる可能性などもあり，今後の展開次第では
まだまだ遠隔授業の有用な利用法は開拓できる
可能性もある。また，医療医学系などは，県内
にも多くの学部学科が存在するが，遠隔授業を
用いることで，学部教育のみならず大学院教育
においてもその利用は考慮可能であろうと思わ
れる。現実的に本学も参画している岡山大学を
中心とした文部科学省平成24年度がんプロフェ
ッショナル陽性基盤推進プラン採択「中国・四
国高度がんプロ養成基盤プログラム」９）などで
もVODコンテンツによる授業配信が実施されて
いることもあり，こういった展開を広く進めて
いくことは，次代の教育の中心となっていくも
のであろうと考えられる。
そういう意味合いも含めて，制限が厳しい中
ではあるが，本学でも大学コンソーシアム岡山
における遠隔授業に対して，参画していくこと
は必要なことであろうと思われる。
２）社会人教育事業部活動
社会人教育事業部では吉備創生カレッジを展
開している10）。筆頭著者は2011年度から本事業
部の主任を務め，2012年度は社会人教育委員会
の長を仰せつかった。こういった事情もあり，
医科単科の大学であることにより十分な科目配
信は適わない中でも，毎年度，前期と後期を併
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年月日（含：予定） 科目名 
前期 
後期 
内容 
 
平成24年６月29日 
平成24年７月13日 
平成24年７月27日 
平成24年６月21日 
平成24年７月５日 
平成24年７月19日 
 
平成25年１月21日 
平成25年２月４日 
平成25年２月18日 
平成25年１月10日 
平成25年１月24日 
平成25年２月７日 
担当教員 
 
柱本　　満 
宗　　友厚 
川i　史子 
大槻　剛巳 
 
 
 
山辻　知樹 
中島　一毅 
森田　一郎 
大槻　剛巳 
 
糖尿病とは 
生活習慣と糖尿病 
糖尿病を克服するには 
健康の内因・素因 
健康の外因・環境 
健康と行動・態度 
 
本当はこわくないがんのしくみ 
おちちのことをべんきょうしませんか 
大切断ゼロ，重症虚血肢～フットケア最前線 
癌細胞とは？　そして環境からの発癌 
いくつかの癌の概説と，最新の癌治療 
癌の予防，そして癌と告知 
糖尿病と上手く 
つきあうために 
健康の素因・ 
環境そして行動 
病気に負けない 
人生を送ろう 
「がん」に 
ついての考察 
表３　2012年度前期および後期の吉備創生カレッジ　川崎医科大学提供科目
8 川崎医会誌一般教，３８号（２０１２）
図２　大学コンソーシアム岡山，社会人事業部が展開する吉備創生カレッジ，
平成24年度後期の特別科目としてのSD講義のチラシ
せて２～４科目の提供を行っている。
2011年度までに吉備創生カレッジで科目提供
していただいた川崎医科大学発の科目について
は既に報告したが１），2012年度は表３のごとく
科目提供を受けた。なお，筆頭著者が連続して
科目提供しているのは，この事業の委員長とし
て，2011年度までより若干，全体の提供科目数
が少ない状況が続いているため，委員長として
提供しているとご理解いただきたい。
吉備創生カレッジでは「岡山オルガノン」事
業が展開されていた頃より，その委託を受けて，
参画大学の教員を主たる対象としたSD講義
（Staff Development講義）を設けていた１）。
2012年度は事業継承などの諸問題もあって，準
備が十分にできていなかったが，図２に示すよ
うに「大学における運動部活動　―活動の留意
点と負傷や熱中症対策―」と題して，2012年８
月31日に山陽新聞本社ビル（通常の吉備創生カ
レッジ科目も固定会場としてここで実施されて
いる）にて実施することが決まった。そして，
このSD講義には，川崎医科大学から救急医
学・鈴木 幸一郎教授，ならびに2012年10月16
日付で川崎医科大学附属川崎病院，スポーツ・
外傷整形外科学教授としてご赴任いただいた岡
山大学整形外科准教授，阿部信寛先生が参加し
てくださることになった。急なご連絡にも関わ
らずご快諾をいただいた両先生には謹んで感謝
の意を表したい。
吉備創生カレッジで人気の，すなわち受講生
が多いのは，特に吉備地域の歴史や文化に題材
を求めた講義である。多くは仕事からリタイア
された後も，知的好奇心の赴くままに大学の授
業を身近に感じ，学習しようという意識の高い
方々であり，岡山県内の４年制大学の集合体と
しての大学コンソーシアム岡山として，社会貢
献という意味でも重要な事業となっていると考
えられる。また本事業には山陽新聞社が教室提
供ならびに山陽新聞での科目紹介などの広告掲
示などで，協力機関として多大な尽力をしてく
ださっている。講師料などは，些少でもあり，
また通常の講演会などと比較すると講師へのサ
ービスは芳しくないかも知れないが，記載した
事業の意義をご理解の上，今後とも教員各位に
は是非ご協力を頂きたく思っている。
また受講の中で「２科目の受講（３回×２科
目）で１単位取得とします（全６回の科目は１
科目で１単位）。８種類の講座の中から合計で
20単位以上取得された方には「認定証」を授与
します。」ということが設定されており，2012
年３月10日には，認定証授賞式が執り行われ，
筆頭著者は事業部委員長として授与に携わって
きた。お二人は既に60単位，40単位を取得され
ているもので，そのご努力と熱心なご姿勢には
頭が下がる思いである。
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図３　大学コンソーシアム岡山，社会事業部が展
開する吉備創生カレッジにおける単位取得
者の認定証と盾の授賞式を報道する山陽新
聞紙面（2012年3月10日の記事）
３）産学官連携事業部活動
このうち，就職支援委員会については，各大
学の就職支援情報の共有，県や県内の経営関連
団体からの情報の一元化，さらには岡山県中小
企業団体中央会11）が展開するインターンシップ
事業への参画などが実施されているが，本学が
医科単科であることより，これらの事業展開と
は立ち位置が異なっている。委員会制度になっ
たので，参画はしているが，内容的には本学の
卒業生の就職は，厚生労働省の初期研修マッチ
ング制度12）で実施されているため，縁遠い処で
ある。
地域貢献委員会活動は，２つのイベントを執
り行っている。
一つは「日ようび子ども大学」として，特に
就学前から小学校低～中学年の児童とその保護
者を対象にしたイベントで，2011年度に「岡山
オルガノン」事業の中で，初めての試みとして
岡山商科大学を会場として実施されたものであ
るが，参加者数も非常に多く（2011年度で500
人前後），大学コンソーシアム岡山で継承する
ことが決定していた事業である13）。今年度は県
からの申し出もあり，岡山県生涯学習センター，
池田動物園などがある京山地区の「京山祭」と
の共催という形で，生涯学習センターを会場と
して2012年６月24日（日曜日）に実施された。
2011年度は本学は参画しなかったが，今年度は，
大槻および寺田の相談の上，学生の参加も募り
「からだの仕組みや病気を知ろう」をテーマに
出展した（図４）。ブースでは参加学生を中心
に，「からだパズル」，「聴診器で心臓の音を聞
いてみよう」，「腱反射を体験してみよう」，「本
物の注射器に触ってみよう」，「注射は怖くな
い・・・紙芝居」そして「寺田教授の相談コー
ナー」を展開した。本学のブースのみで，約
250名を超える来場者があり，また，全体とし
ても非常に盛況なイベントであった（各大学か
らのスタッフ参加者を含めると約2,000人の来
場を得たそうである）。他の大学と肩を並べて，
本学も一つのブースを出展すること，チラシや，
また，来場者が場内を歩いている中で，「川崎
医科大学」の看板を見つけて，そこで展開され
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図４　大学コンソーシアム岡山の地域貢献委員会が実施した「日ようび子ども大学」
（2012年６月24日）の川崎医科大学ブース出展の様子。
ている内容に興味を持ってくれるだけでも，参
加の価値は十分あったと感じられる。また，学
生諸子は本当に，頑張ってくれた。子供たちへ
の対応も当初は少し戸惑っていたものの，子供
たちの笑顔に触れるたびに，慣れてきて，上手
にやってくれた。参加してくれた子供たちや親
御さんも，うれしく思ってくれていた様子であ
った。さらに，OHK（岡山放送）のTVニュー
スでも，本学のブースの様子が映像として流れ，
山陽新聞の子供新聞である「さん太タイムズ」
にも本学のブースの様子は記事として取り上げ
られていた。改めて以下の参加学生ならびに事
務部の方に深謝したい。
参加学生（代表）５年生　杉原桃子君，６年
生　河田麻里子君，５年生　赤木貴彦君，同
井上蓉子君，同　道佛美帆子君，同　横井渓一
君，２年生　後藤信太郎君ならびに事務部　奥
山学務課長，川西秘書室長。
学生にとってもよい経験にもなったと考えら
れ，今後も参画を検討していきたいイベントで
あった。ただし，おそらく時期は６月末になる
と考えられるので，１学期期末試験の直前とな
るため，どうしても５～６年生の有志を募るこ
とになろうとは思われるが，本事業の主旨を理
解の上，積極的な参加を促したい。
さらに地域貢献委員会では「エコナイト」事
業を実施している。本事業は数年前より岡山理
科大学などの学校法人加計学園で行われてきた
「七夕エコナイト」（７月７日に20時より大学学
舎のライトダウンを行い，エコキャンドルやア
コースティックライブ，そしてエコロジーの討
論会などを実施するイベント）を「岡山オルガ
ノン」で参画大学に拡充したもので，2011年度
にもほぼ全大学が参画し，それぞれの大学での
イベント以外にも，岡山県やいくつかのNPO
あるいは企業とも連携して，岡山駅でイベント
を行ったりしたものである13）。加えて，「マ
イ・カー乗るまぁday」として石油燃料使用抑
制などの呼びかけも実施され大きなイベントと
なった。しかし，本学では1学期期末試験直後
であること，附属病院が併設されていることも
あって十分な参加は出来なかった。2012年度は
「マイ・カー乗るまぁday」についての掲示を
するとともに，大槻が大学コンソーシアム岡山
の別事業の委員長などを務めている関係もあっ
て，岡山駅東口広場でのライトダウンとエコキ
ャンドルによる東北への復興祈念，いくつかの
大学のアカペラコーラスや軽音楽部，さらには
「うらじゃ」連によるイベントの中で，楽曲紹
介をした（図５）。一応の参加ということでご
理解いただきたい。
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図５　大学コンソーシアム岡山の地域貢献委員会が実施した「エコナイト」
（2012年７月７日）の岡山駅東口広場のイベントの様子
４）大学コンソーシアム岡山に関する考察
大学コンソーシアム岡山の各事業における考
察については，それぞれの項で記載した。全体
として，相応の会費と「岡山オルガノン」継承
事業については事業費を支出している中で，本
学としてどのようなスタンスで大学コンソーシ
アム岡山に向き合うべきか，ということは，
種々の意見が出るところである。特に中心的な
事業である単位互換制度について，前述のごと
く本学学生がこの制度を利用できないことか
ら，参画自体に対して否定的な意見が寄せられ
ることも十分理解できる。ただし，一般市民や
産官の視点からすると，その地域に存在する高
等教育機関としての地域（在住する市民や企業
も含めて）への貢献あるいは協力・連携関係の
構築という意味でも必要な事業ではないかとも
考えられる。勿論，大学コンソーシアム事業の
先駆けである「大学コンソーシアム京都」14）な
どは，官からの経済的援助も大きく，また大学
数も多いことにより非常に発展的な展開を実施
していることを考えると，現在の大学コンソー
シアム岡山の形態が，理想像に近いかという点
にも疑問は残る。ただし，既に記載したように，
ここで展開されてきた内容は，大学院の遠隔授
業形式や，地域との垣根を低くすることへのイ
ベントへの参画など，意義を見出せる点もあろ
うかと思われる。また，大学コンソーシアム岡
山で利用しているTV会議システム（LIVE配信
授業で使用）については，本学で設備拡充を行
うことにより，附属川崎病院との会議の共有な
どにも利用できている。大学コンソーシアム岡
山としては，今後とも文部科学省による高等教
育に関連する大型の補助金への応募なども検討
していることもあり，中心的にとはいかないま
でも，真摯に参画を継続することは，翻って本
学の教育事業を考慮する上でも何らかの比較や
示唆が得られることもあろうかと考える。
２．倉敷市大学連携事業
2010年度から開始された倉敷市大学連携事業
は，再選された伊東市長の最初の立候補時の公
約にもあり，ライフパーク倉敷を拠点に市民講
座の形成という様式で展開されている15）。2010
ならびに2011年度にご協力いただいた本学教員
の先生方については既報で紹介した１）。今年度
も，４回シリーズの市民講座を本学から提供す
ることにしており脊椎・災害整形外科学・長谷
川徹教授，骨・関節整形外科学・三谷茂教授，
リウマチ・膠原病学・守田吉孝教授に大槻を加
えて，「運動器：骨・関節・筋肉などの話」と
して，2012年７～10月に計４回の予定で実施し
ている。この講座は，先の吉備創生カレッジと
異なり受講料は必要ないため30～50名の受講者
が来場され，活気にあふれた授業となることが
多い。
倉敷市からは，これらの市民講座については
３年目となって各大学の取り組みや，市民の認
識もある程度定まった感もあって，今年度も含
めて将来的に，より小規模の公民館レベルでの
講演会の実施（本年５月に大槻は，水島公民館
で高齢者を対象に展開されている「水島寿大学」
の講師として招聘され講義を行ったが熱心に受
講されている），あるいは派生的に，中学や高
校への出前授業・大学生を対象とした市長との
座談会・インターンシップの導入などの企画を
考慮中である。
本学の場合の，地域貢献という意味合いでは
附属病院の展開する医療面での連携や地域貢献
事業が主体となるため16），高等教育機関としての
位置付けによる事業について，独自の展開は多
くはないものの（いくつかの市民講座や，学園
が実施する「かわさき　夏の子ども体験教室」17）
などがあるが），倉敷市に立地する大学として，
良好な協力関係の中で，参画を継続することは，
必要なことであろうと考える。
12 川崎医会誌一般教，３８号（２０１２）
３．その他の大学あるいは産学官連携事業
本学は，その他表１に挙げている国レベルの
事業，あるいは東京医科歯科大学が中心となっ
ている医学系大学産学連携ネットワーク18），あ
るいは県内での産学官連携推進会議，「メディ
カルテクノおかやま」19）や「おかやま生体信号
研究会」20），「岡山県医用工学研究会」21）などに
も参画し，その情報は所属長へのメール配信と
いう形式で教員への連絡・開示を怠らないよう
に努めている。
さらに，岡山県国際貢献推進協議会22）や倉敷
市国際交流協会23）にも会員として参画してお
り，総会には，学長の代理として大槻が参加し
たりもしている。
これらの事業について，既報告ではそれぞれ
の事業展開の詳細なども紹介したが，2011年度
から2012年度にかけて大きな変化は生じていな
いので，本稿でのそれぞれの総会その他の内容
の報告は割愛させていただく。それぞれ参加し
た会議その他の資料などは，事務部に保管して
あるので，詳細を知りたい場合には，大槻ある
いは事務部にご連絡いただければ対応可能と考
える。
ただし，2012年９月４日に行われた岡山県産
学官連携推進会議において，当会議が10年目を
迎えたことを受けて，基盤整備は終了したと判
断し，今後はこれまでの10年で整備された基盤
を中心として，具体的な産業振興プロジェクト
の推進に軸足を移動することが決定された。そ
れに伴って，本学も委員となっている岡山産学
官連携センターの廃止や，筆頭著者が副委員長
を務める産業戦略プロジェクト委員会も終了
し，新たに全体会議の下に幹事会を設け実行し
ていくことが決定された。
メディカルテクノおかやまでは，昨年度より
岡山大学や県が産学官連携事業として展開する
「おかやまメディカルイノベーションセンター
（OMIC）」事業24）の管理運営を行っているが，も
ちろん，それ以外に，この組織は元来医歯薬系
を中心に新たな医療産業および医療系ベンチャ
ー企業の創出を目指して発足したものでもあり，
特に在籍されているコーディネーターの方は，
これらの視点での大学のシーズ発掘に従事され
ており，その一環として，2012年には８月４日
に実施された第３回川崎医科大学学術集会25）に
も参加された。多くの発表などを受講され，今
後，シーズとしての興味のある発表については，
大槻を介してコンタクトを取って来られる可能
性もあるので，そういった場合には，十分にご
対応いただきたいと考える。
４．考察
2011年度の本誌に，筆頭著者が担当してから
参画展開した大学連携，産学官連携等の対外活
動について，国際貢献や留学生の受け入れなど
も含めて，報告した。
本稿は，その後の展開ということで，2011年
度半ばから2012年度半ばにかけての展開を報告
し，それぞれについて，本学がそれぞれの事業
に対峙するにあたっての考案を記載した。
学生活動における留学生の受け入れや，本学
学生の医学医療を中心とした短期留学について
は，この１年では，既に報告しているESSクラ
ブが中心となった国際医学生連盟（IFMSA）
を介した海外活動に現在５学年の奥井侑里君が
ドイツを訪れたことが挙げられるが３），それ以
外には，大きな展開は無かったように感じられ
る。
また記載してこなかった変化として，岡山
TLOの廃止がある。これには種々の事由もあ
るのだが，いずれにしても2011年度末をもって
廃止となり，今後，本学でも（あるいは学園と
して）TLOに代替を委嘱していた知的財産の
保有や特許申請についての対応を考えなければ
ならない事態になっている。筆頭著者の担当部
門とは異なるため，詳細を熟知していないので
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憶測などの記載は避けるが，大学の研究事業と
しては知的財産の管理なども必要になってくる
ので，今後有効な展開を期待したい。
本学の内包する医科単科大学であるというこ
と，学生が近畿，岡山・広島，あるいは北部九
州が多いとしても全国から参集していることな
どから，岡山県あるいは倉敷市に存在する大学
として，他の大学あるいは自治体や産業界との
連携について，十分に下地を形成できないまま
に，教育や学生支援の業務を中心に展開せざる
を得ない状況は十分に理解できるところであ
る。しかし，その中で一般市民の認識としての
高等教育機関の一つとして，また，医学医療と
いう分野が，一般市民の健康や疾病と向き合う
ということ，さらには国の産業イノベーション
の方策としても環境を考えるGreen Innovation
とともに，長寿高齢化社会という現実を背景に
Life Innovation が謳われている状況の中で26），
本学教員も多角的な研究や教育の創造を考慮し
ながら，種々の業務に対峙していくことも必要
かもしれないと感じるところである。
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